
表　韓国古地図にみえる于山島と鬱陵島
絵図種類 番号 絵図名 著者 成立年代 所蔵 出典 于山島 鬱陵島 備考

1 混一彊理歴代国郡之図 権近・金士衡・李茂・李薈 1402年 李燦 李燦（1991）：『韓国の古地図』５ × ○ 龍谷大学本の模写
2 混一歴代国郡都彊理地図 不明 16世紀中期 ソウル・仁村紀念館 李燦（1991）：『韓国の古地図』１・２ ○ ×
3 華東古地図 不明 16世紀 ソウル大学校奎章閣 李燦（1991）：『韓国の古地図』３・４ ○（西） ○（東） 字が欠けている

天下図 4 坤輿万国全図 不明 1602年原図 1708年写 ソウル大学校奎章閣 李燦（1991）：『韓国の古地図』18 × ×
world maps 5 天下都地図 艾儒略 1623年原図 1770年代写 ソウル大学校奎章閣 李燦（1991）：『韓国の古地図』23 × ○

6 ●天下輿地図 不明 1747年 崇實大学校博物館 李燦（1991）：『韓国の古地図』６ × × 木版本
7 天下輿地図 不明 1747年 崇實大学校博物館 李燦（1991）：『韓国の古地図』７ × × 江原道の東に島の記載あり
8 天下大? 一覧之地図 不明 18世紀初期 韓国・国立中央図書館 李燦（1991）：『韓国の古地図』８・９ ○（西） ○（東） 「朝鮮総督府図書館」蔵書印あり
9 ●輿地全図 不明 18世紀末期 崇實大学校博物館 李燦（1991）：『韓国の古地図』11 × ○ 木版本

10 朝鮮全図 不明 16世紀中期 尹炯斗 李燦（1991）：『韓国の古地図』48 ○（北） ○（南） 筆写本　鬱陵島を「鬱山島」と記す
11 ●朝鮮図（帖『広輿図』） 羅洪先（明人） 16世紀後期 － 李燦（1991）：『韓国の古地図』挿図2 × × 木版本
12 ●朝鮮八道輿地之図 不明 16世紀後期 李燦 李燦（1991）：『韓国の古地図』44 × × 木版彩色本
13 ●八道総図（帖『東覧図』） 朝鮮朝官撰 1530年 李燦 李燦（1991）：『韓国の古地図』41 ○（西） ○（東） 木版本
14 朝鮮方域之図 不明 1557年頃 韓国・国史編纂委員会 李燦（1991）：『韓国の古地図』40 × ×
15 江原道（帖『八道地図』） 不明 17世紀初期 韓国・国立中央図書館 李燦（1991）：『韓国の古地図』109 × ○ 「朝鮮総督府図書館」蔵書印あり
16 八道総図（帖『朝鮮写古地図帖』） 不明 17世紀前期 個人蔵 塚本孝（1980）：レファレンス ○（西） ○（東） 「于山」は島ではなく、地名（国名）
17 ●朝鮮八道古今? 覧之図 不明 17世紀後期 尹炯斗 李燦（1991）：『韓国の古地図』50 ○（北） ○（南） 木版本
18 海東八道烽火山岳地図 不明 17世紀後期 高麗大学校図書館 李燦（1991）：『韓国の古地図』54 ○（西） ○（東）
19 ●八道総図（帖『天下総図』） 不明 17世紀末期 尹炯斗 李燦（1991）：『韓国の古地図』挿図5 × ○ 木版本　天下図は『韓国の古地図』17所収
20 ●江原道（帖『東覧図』） 不明 17世紀頃 韓国・国立中央図書館 李燦（1991）：『韓国の古地図』挿図16 ○（西） ○（東） 木版本
21 ●朝鮮八道古今? 覧図 金壽弘 1673年 崇實大学校博物館 李燦（1991）：『韓国の古地図』46 ○（北） ○（南） 木版本　「鬱陵島方百里」とあり
22 朝鮮八道古今総覧図 金壽弘 1673年 許英桓 李燦（1991）：『韓国の古地図』47 ○（北） ○（南） 筆写本　「鬱陵島方百里」とあり
23 八道総図 不明 1683年 ソウル大学校奎章閣 李燦（1991）：『韓国の古地図』49 ○（西） ○（東）
24 ●朝鮮全図 不明 18世紀初期 尹炯斗 李燦（1991）：『韓国の古地図』52 × ○ 木版本
25 江原道（帖『東国地図』） 鄭尚驥 18世紀中期 李燦 李燦（1991）：『韓国の古地図』69 ○（北東）○（西） 于山島は文字のみ
26 八道総図（帖『朝鮮地図竝八道天下地図』）不明 18世紀中期 韓国・国立中央図書館 李燦（1991）：『韓国の古地図』128 ○（西） ○（東）

朝鮮全図 27 東国八道大総図（帖『輿地攷覧図譜』） 不明 18世紀中期 韓国・国立中央図書館 李燦（1991）：『韓国の古地図』133 × ○
道別図 28 朝鮮全図 不明 18世紀後期 崇實大学校博物館 李燦（1991）：『韓国の古地図』58 ○（東） ○（西）

29 ●江原道（帖『輿地図』） 不明 18世紀後期 李燦 李燦（1991）：『韓国の古地図』121 ○（南） ○（北） 木版本、于山島は「子山島」とあり
Korea and 30 朝鮮八道地図 不明 18世紀末期 ソウル大学校奎章閣 李燦（1991）：『韓国の古地図』59 ○（北東）○（西）
provincial 31 東国地図 不明 18世紀末期 崇實大学校博物館 李燦（1991）：『韓国の古地図』61 × ○
maps 32 我国? 図（帖『輿地図』） 不明 18世紀末期 ソウル大学校奎章閣 李燦（1991）：『韓国の古地図』74 ○（東） ○（西）

33 朝鮮・日本・琉球国図（帖『輿地図』） 不明 18世紀末期 ソウル大学校奎章閣 李燦（1991）：『韓国の古地図』75 × ○
34 江原道（帖『輿地図』） 不明 18世紀末期 ソウル大学校奎章閣 李燦（1991）：『韓国の古地図』80 ○（北東）○（西） 于山島は「杵山島」とあり
35 朝鮮全図（帖『海東図』） 不明 18世紀末期 湖巖美術館 李燦（1991）：『韓国の古地図』94 ○（東） ○（西）
36 ●東国地図 不明 19世紀初期 尹炯斗 李燦（1991）：『韓国の古地図』51 ○（西南）○（東北）木版本　于山島を「于山」と記す　鬱陵島に「名于山国方百里」とあり
37 朝鮮国八道統合図 不明 19世紀初期 李燦 李燦（1991）：『韓国の古地図』53 × ○
38 朝鮮全図 不明 19世紀初期 韓国・国立中央図書館 李燦（1991）：『韓国の古地図』55 ○（東） ○（西） 江原道杵城と箕浦の間の海岸に「竹島」あり（現在も杵城の東南にあり）　「朝鮮総督府図書館」蔵書印
39 朝鮮全図 不明 19世紀初期 ソウル大学校奎章閣 李燦（1991）：『韓国の古地図』56 ○（東） ○（西）
40 ●海左全図 不明 19世紀前期 李燦 李燦（1991）：『韓国の古地図』57 ○（東） ○（西） 木版本
41 東国全図（帖『東国地図』） 不明 19世紀前期 湖巖美術館 李燦（1991）：『韓国の古地図』86 ○（東） ○（西）
42 江原道（帖『東国地図』） 不明 19世紀前期 湖巖美術館 李燦（1991）：『韓国の古地図』90 ○（東） ○（西）
43 朝鮮全図（帖『海東輿地図』） 不明 19世紀前期 韓国・国立中央図書館 李燦（1991）：『韓国の古地図』101 × ○
44 江原道（帖『海東輿地図』） 不明 19世紀前期 韓国・国立中央図書館 李燦（1991）：『韓国の古地図』103 ○（東） ○（西） 江原道杵城の沖に「竹島」あり
45 ●袖珍八道地図 不明 19世紀前期 尹炯斗 李燦（1991）：『韓国の古地図』146 ○（南） ○（北） 銅板本
46 ●大朝鮮国全図（帖『鰈域地図』） 不明 19世紀後期 尹炯斗 李燦（1991）：『韓国の古地図』147 ○（東） ○（西） 銅板本
47 ●江原道図（帖『鰈域地図』） 不明 19世紀後期 尹炯斗 李燦（1991）：『韓国の古地図』152 ○（東） ○（西） 銅板本
48 東国八道輿地図 不明 1819年 李燦 李燦（1991）：『韓国の古地図』45 × ×
49 青邱図 金正浩 1834年 韓国・国立中央図書館 李燦（1991）：『韓国の古地図』143 － －
50 朝鮮全図 金大建 1846年 不明 金学俊（2004）：『独島/竹島 韓国の論理』p.53 － －
51 ●大東輿地図＊ 金正浩 186１年 ソウル大学校奎章閣 李燦（1991）：『韓国の古地図』135 × ○ 木版本、「朝鮮総督府図書館」蔵書印あり
52 東輿図 金正浩 1860年代 ソウル大学校奎章閣 李燦（1991）：『韓国の古地図』140 － －
53 ●大東輿地全図 金正浩 1860年代 崇實大学校博物館 李燦（1991）：『韓国の古地図』60 × ○（東） 木版本
54 ●大韓全図 学部編輯局 1899年 李燦 李燦（1991）：『韓国の古地図』155 ○（東） ○（西） 銅板本
55 ●大韓輿地図 学部編輯局 1900年頃 李燦 李燦（1991）：『韓国の古地図』154 ○（東） ○（西） 銅板本
56 ●大韓帝国地図 玄公簾 1908年 尹炯斗 李燦（1991）：『韓国の古地図』156 × ○ 銅板本、地図の記載読めず

郡県図 57 鬱陵島（帖『海東地図』） 不明 18世紀中期 ソウル大学校奎章閣 李燦（1991）：『韓国の古地図』195 ○（東） ○（西） 「京城帝国大学図書」蔵書印あり
county 58 鬱陵島図（帖『朝鮮輿誌』） 不明 19世紀 （国立国会図書館） 塚本孝（1980）：レファレンス ○（東） ○（西）
maps 59 鬱陵島地図 朴錫昌ほか 1831年 不明 下條（2004）：『竹島は日韓どちらのものか』p.110 － －

60 鬱陵島外図 李奎遠 1882年頃 ソウル大学校奎章閣 李燦（1991）：『韓国の古地図』227 × ○
凡例　○：絵図に記載あり　×：絵図に記載なし　　－：参考文献に記載なし（未見）　　●：木版本、銅板本　＊：吉田光男（1994）：『大東輿地図』、草風閣より確認、国立国会図書館筆彩本には鬱陵島の東に于山島記載あり
文献　李燦（1991）：『韓国の古地図』（韓文）、汎友社
　　　　塚本孝（1980）：竹島関係旧鳥取藩文書および絵図（下）、レファレンス昭和60年５月号
        下條正男（2004）：『竹島は日韓どちらのものか』、文藝春秋
          金学俊（2004）：『独島/竹島 韓国の論理』、論創社


